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Ⅰ.はじめに

今日の我が国における主要な死亡原因であるがん,心臓病,脳血管疾患の発生と進行には,喫煙,

過度の飲酒,偏った食生活,運動不足など,人の取る行動が深い関わりを持っている｡また,近年に

なって次第に深刻化している青少年の薬物乱用,早期の性行動,いじめ,暴力,不登校などの行動は,

短期および長期の健康問題を引き起こすだけではなく,彼らの知的 ･情緒的 ･社会的発達にも重大な

影響を及ぼす｡こうした危険行動は人生の比較的早い段階において形成され,一度形成されるとその

変容が困難であることから,できるだけ早期から健康教育を実施して,その発現を防止することが重

要視されている｡

青少年の危険行動を防止するためには,単に危険行動によってもたらされる結果に関する知識を提

供するだけの健康教育では限界があり,危険行動の形成に関わる要因および要因間の関係を明らかに

し,そうした知見から導かれた妥当な理論に基づいた健康教育を実施する必要がある｡これまでに国

内外で実施された数多くの研究によって,こうした危険行動は青少年にとって重要な周囲の人,例え

ば家族や友人などの行動や態度,あるいは宣伝 ･広告などのマスメディアを含む社会的要因の影響を

強く受けていることが示されている｡また近年になって,喫煙行動を始めとするさまざまな危険行動

の形成に関わる共通の要因として,意志決定,目標設定,ストレス対処,コミュニケーションスキル

などの一般的心理社会能力 (ライフスキル)やセルフエスティ-ムに対して研究の関心が向けられる

ようになり,とりわけセルフエステイーム,すなわち自分の価値,能力,適性などに対する自己評価

1)と喫煙行動との関係については,我が国においても幾つかの研究2-6)が既に実施されている｡そ

してこれらの研究は一致して,セルフエスティ-ムと喫煙行動との間には負の関係があることを示し

ている｡また島井ら7)は,小 ･中学生のストレス対処スキルと間食行動との関係について検討し,

健康的な間食の選択と積極的な対処スキルとの間に,また外発性間食や情動性間食など,問題のある

間食行動と消極的対処スキルとの間に関連性があることを示している｡

以上の結果は,我が国の青少年の危険行動を防止するためには,社会的要因の影響に対処するスキ

*1神戸大学発達科学部 *2神戸大学大学院総合人間科学研究科

*3兵庫教育大学学校教育学部 *4兵庫大学健康科学部 *5神戸女学院大学人間科学部
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ルの形成に加えて,セルフエステイームやストレス対処スキルを高めることが有効であることを示唆

している｡しかし喫煙行動以外の危険行動に関する研究の蓄積は少なく,また川畑ら6)の研究を除

けば横断データに基づくものである｡そこで本研究においては,喫煙などの危険行動が表れ始める小

学校4年から中学校3年までの時期を対象とした6年間の縦断調査を実施し,セルフエステイームと

ストレス対処スキルの発達的変化を明らかにするとともに,それらと喫煙,飲酒,朝食,運動との関

係を検討することによって,青少年のさまざまな危険行動を防止するためにセルフエステイームやス

トレス対処スキルを高めることの妥当性を検証することを主な目的とした｡

Ⅰ.方 法

1.対象

新潟県新潟市の小学校 1校の4年生を,

平成8年度から6年間にわたる縦断調査の

対象とした｡表1には各年度の調査対象者

数を示した｡

表1 性別･学年別対象音数

小4 小5 小6 中1 中2 中3

男子 85 89 91 89 88 86
女子 78 76 78 76 75 74

2.データ収集

調査は各年度とも11月から1月の時期に (小学校5年時と中学校3年時は1月実施),調査対象ク

ラスの学級担任が,研究者によって作成された調査実施者用手引書に従って実施した｡調査実施者用

手引書には,児童生徒への説明や指示を具体的に記すとともに,指示内容以外の説明を行わないよう

に求めて,調査実施方法の統一を図った｡

調査項目の中には,喫煙や飲酒など,未成年者においては法律によって禁止されている行動も含ま

れているので,できるだけ正確な回答を得るために,回答した内容についての秘密の保持に配慮した｡

第一に調査は自記入式の無記名調査とした｡第二に記入後はあらかじめ各人に配付した封筒に記入済

みの調査票を入れ,封をさせた｡第三に調査中は机間巡視をしないように調査実施担当教師に求めた｡

縦断調査のデータ照合のために,初年度の調査時に4桁のID番号を印字した6枚のタックシール

が入った小封筒を無作為に各人に配布した｡児童生徒は,調査票に記入後,調査票の所定の位置にシー

ルを貼り,残りのシールは各自が小封筒に入れて密封し,小封筒の表紙に自分の名前を書いた後に返

却した｡回収した小封筒は研究者が保管し,次年度の調査実施時に調査実施者が再配布した｡

3.調査項目と解析法

図1には本調査の質問項目

間の関係を,Greenら8)のプ

リシードモデルに基づいて概

念化して示した｡以下では,

本研究の中心的内容に関わる

質問項目を中心に説明する｡

セルフエステイームの測定

には,これまで我が国で実施

された横断研究によって,吹

煙を始めとする危険行動との

関係が示唆されている尺度,

プログラムの実施によって変容可能な変数

図 1 質問項目間の関係
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すなわち,全般的なセルフエステイームを測定するためのRosenbergの尺度9)と,領域別のセルフエ

ステイームを測定するためのHarterlO)そしてPopeら11)の尺度の一部を用いた｡

全般的なセルフエステイームを測定するRosenbergの尺度は10項目から成っている｡回答形式は3

件法 (1,よくそう思う,2.ときにはそう思う,3.ほとんどそうは思わない)であり,各項目の

選択肢は数億が大きいほどセルフエステイームが高くなるように変換し,合計得点 (10-30点)を求

めた｡すなわち得点が高いほど全般的なセルフエスティ-ムが高いことを示している｡

Harterの尺度からは ｢学習｣,｢友人｣,｢運動｣の3つの下位尺度を用いた｡各下位尺度は7項目か
ら構成され,各領域の認知された有能感を測定している｡回答形式は2回の2件法による4段階評定

である｡例えば対象者は ｢イ 勉強はとてもよくできると思います｣と ｢ロ 勉強は,よくできるか

どうかわかりません｣の2つの記述のうち,自分によりあてはまる方を選ぶ｡続いて ｢だいたいあて

はまる｣か ｢とてもよくあてはまる｣かのいずれかを選ぶ｡得点化の方法は,各項目について有能性

を最も高く認知している反応を4点,最も低く認知している反応を1点とし,各下位尺度の合計得点

(7-28点)を求めた｡すなわち得点が高いほど各領域の認知された有能感が高いことを示す｡

popeらの尺度からは ｢身体｣と ｢家族｣の2つの下位尺度を用いた｡各下位尺度は10項目から構成

され,｢身体｣は自分の容貌や体型などに関するセルフエステイームを,｢家族｣は家族の一員として

の自分に関するセルフエステイームを測定している｡回答形式は3件法 (1.よくそう思う,2.と

きにはそう思う,3.ほとんどそうは思わない)であり,各項目の選択肢は数値が大きいほどセルフ

エステイームが高くなるように変換し,各下位尺度の合計得点 (10-30点)を求めた｡すなわち得点

が高いほど各領域におけるセルフエステイームが高いことを示している｡

ス トレス対処スキルの測定には坂野らの尺度12)を用いた｡この尺度は ｢積極的対処｣と ｢消極的

対処｣の2つの下位尺度から構成されている｡すなわち積極的対処とは ｢どうすればよいか,計画を

立てる｣などのように,ストレスの原因に対して積極的に立ち向かう行動 (10項目)であり,消極的

対処とは ｢その間題についてあまり考えないようにする｣などのように,ス トレスの原因から逃げた

り,問題を先送りする行動 (5項目)である｡回答形式は4件法 (1.全然そうしない,2.あまり

そうしない,3.時々そうする,4.よくそうする)であり,各項目について選択肢の数値をそのま

ま得点化し,各下位尺度の合計得点 (積極的対処 :10-40点,消極的対処 :5-20点)を求めた｡す

なわち得点が高いほど各村処スキルをよく使うことを示している｡

喫煙行動に関してはJKYB13)およびJASS14)の定義にならい,｢あなたは,今までに,タバコを一口
でも吸ったことがありますか｣という質問に対して ｢吸ったことがある｣と回答した者を喫煙経験者

と定義し,｢あなたは,この1か月間にタバコを吸いましたか｣という質問に対して ｢1本吸った｣,
｢2-19本吸った｣,｢20本以上吸った｣のいずれかを選んだ者を喫煙者 (月喫煙者)と定義した｡

飲酒行動に関してはJKYB13)の定義にならい,｢あなたは,この1か月間にお酒やビールを飲みま
したか｣という質問に対して ｢飲んだ｣を選んだ者を飲酒者 (月飲酒者)と定義した｡

朝食摂取に関しては ｢あなたは,朝ごほんを食べますか｣という質問に対して ｢毎日食べている｣

を選んだ者を朝食毎日摂取者と定義した｡運動習慣に関しては ｢今,あなたは体育の授業以外で,逮

動をどれくらいしていますか｣という質問に対して ｢ほとんど毎日している｣,｢1週間に3-4日く

らいしている｣のいずれかを選んだ者を習慣的運動実施者と定義した｡

分析の手順としては,まずセルフエステイーム,ストレス対処スキルの各尺度の得点を性別 ･学年

別に求め,性差の有意性の検定にはt検定を,学年差の有意性の検定には分散分析を用いた｡また,

Rosenbergのセルフエステイーム尺度と他の尺度間の積率相関係数を求めた｡次に喫煙経験者,月喫

煙者,月飲酒者,朝食毎日摂取者,習慣的運動実施者の割合を性別 ･学年別に求め,性差と学年差の

有意性の検定にはx 2検定を用いた｡最後に,喫煙,飲酒,朝食摂取,運動実施の有無によって対象
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者をそれぞれ2群に分け,セルフエスティ-ム,ストレス対処スキルの各尺度の得点を比較し,有意

性の検定にはt検定を用いた｡分析に際しては,マッキントッシュ用統計プログラムパッケージspss

を使用し,統計上の有意水準は5%とした｡

Ⅱ 結 果

1.セルフエスティ-ムとストレス 対処スキル
図2-4には,セルフエステイームの各尺度の得点の平均値を性 別 ･学 年別に示 した｡

性差に関しては総じて男子の得点は女子に比べて高か った｡特に ｢SE (セル フエス テ イ ーム ,以
下同じ)一身体｣についてはすべての学
年に お いて,｢SE-運動｣については小
学校 4 年を除く各学年において,また 22
｢sE-全般｣については中学校において,
｢sE一友人｣については中学校2年にお
いて統計的に有意な差があった｡｢sE-

21

20

19
18

学習｣と ｢sE一家族｣については各学年 17
とも性差は認められなかっ た ｡ 16

二 ∴ 二. 一一･ _ _チ

｣ _｣ - ー

小4 小5 小6 中1 中2 中3

学年差に関して分散分析を行った結果 図2 Rosenbergのセルフエステイーム尺度の性別･学年
によれば,｢sE一家族｣については男女 別平均値
とも,｢sE-全般｣,｢sE-身体｣,｢sE一学
習｣については女子のみに有意な差が認 2｡
められた｡分散分析の結果が有意であっ
たものについて多重比較による2群間の
平均値の差の検定を行ったところ,｢SE一
家族｣(男子 )については,中学校1,
3年と小学校5年との間にそれぞれ有意
な差があった｡｢SE一家族｣(女子)につ
いては,小学校4,5,6年と中学校2
年の間に,小学校4,5年と中学校3年

19

柑

17

16

15

14

13

12
小4 小5 小6 中1 中2 中3

図3 Harterのセルフエステイーム尺度の性別 ･学年別平

の間にそれぞれ有意な差があった｡｢sE一 均値
全般｣(女子)については,小学校4,
5,6年と中学校2年の間にそれぞれ有
意な差が認められた｡｢sE-学習｣(女子)
に関しては,小学校4年と中学校1,2,
3年の間に,また小学校6年と中学校1
年の間に有意な差が認められた｡｢sE-
身体｣(女子)については,小学校4年
と中学校3年の間に有意な差があった｡
図5には,ストレス対処スキルの各尺
度の得点の平均値を性別･学年別に示し
た｡性差に関しては,｢積極的対処｣に
ついては中学校1年において有意な差が

4

3

2

1

ハU

9
8
1

6

2

2

2

2

2
1

･l
■-･
l

E tA 室. ･. - ･ 巨

㌃T V T T ＼ ぺ

小4 小5 小6 中1 中2 中3

図4 Popeのセルフエスティ-ム尺度の性別･学年別平均
値
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あり,女子の得点は男子に比べて高かっ

た｡｢消極的対処｣については中学校3

年において有意な差があり,女子の得点

は男子に比べて高かった｡

ストレス対処スキルの得点の学年差は,

両尺度ともに認められなかった｡

図6-図8には,Rosenbergのセルフ

エステイーム尺度 (sE一全般)と他のセ

ルフエステイーム尺度およびストレス対

処スキル尺度の間の積率相関係数を,悼

別 ･学年別に示した｡

｢sE-全般｣と他のセルフエスティ-

ム尺度との相関は,中学校 1年女子の

｢sE一学習｣の場合を除いて統計的に有

意であった｡性および学年の別を問わず

0.5以上の相関があったのは ｢sE一家族｣

であった｡また,男女ともに小学校6年

以降0.6以上の相関があったのは ｢SE一

身体｣であった｡｢SE一友人｣も小学校

6年から中学校2年にかけては0.5以上

の相関があったが,中学校3年では0.5

以下に低下した｡｢SE一学習｣に関して

は,男女ともに小学校5年から中学校 1

年にかけて急激に低下したが,その後上

昇して3年男子では0,54,同女子では0.

48に達した｡｢sE一運動｣については,

小学校5年男子を除いて,0.5以下の相

関であった｡

｢sE一全般｣とス トレス対処スキル尺

度との相関は,｢積極的対処｣とは正の
相関を,｢消極的対処｣とは負の相関を
示した｡また中学校 2年男子における

｢積極的対処｣との相関係数を除いて相

関係数の絶対値は0.5以下であり,中学

校1-3年女子の ｢積極的対処｣,中学

校 1年男子と中学校3年女子の ｢消極的

対処｣との相関係数については有意な相

関は得られなかった｡

32

油

28
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22

祖

18

16

t4

ほ

柑

守 一 . :t 一 二 二 二 二 ･ . _i

二

t ∴ ､ ._ ヒ

t

小4 小5 小6 中1 中2 中3

図5 ストレス対処スキル尺度の性別･学年別平均値
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0.5

0.4
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0.2

一勺-ISE一学習

こ SE一連勅

-1トーSE-身体

= SE一家族

- ･O- SE一友人

小4 小5 小6 中1 中2 中3

図6 Rosenbergの尺度と他のセルフエステイーム尺度と
の相関 (男子)

07
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04

0.3

0.2
小4 小5 小6 中1 中2 中8

図7 Rosenbergの尺度と他のセルフエステイーム尺度と
の相関 (女子)
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o
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図8 Rosenbergのセルフエスティーム尺度とストレス対
処スキル尺度との相関
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図9には,喫煙経験者と月喫煙者の割 2｡

合を性別 ･学年別に示した｡喫煙経験者

の割合は,中学校3年を除いて男子が女

子に比べて高く,中学校 1年では有意で

あった｡また,月喫煙者の割合は,中学

校3年を除いて男子の割合が女子に比べ

て高く,中学校 1年では有意であった｡

学年差はいずれの喫煙行動についても認

められなかった｡

図10には,月飲酒者の割合を性別 ･学

年別に示した｡月喫煙者の割合は,すべ

ての学年において男子の割合が女子に比

べて高く,小学校4年,中学校1年,中

学校3年では有意であった｡学年差は男

女ともに認められ,小学校5年の割合が

高く,また中学校では学年が進むにつれ

て飲酒者率は高くなった｡

図11には,朝食を毎日食べていると回

答した者の割合を,性別 ･学年別に示し

た｡性差,学年差ともに認められなかっ

た｡

図12には,学校の体育の授業以外に週

に3日以上運動を実施していると回答し

た者の割合を,性別 ･学年別に示した｡

小学校4年と中学校1年を除いて有意な

性差があり,いずれも男子の割合が女子

に比べて高かった｡学年差は男女ともに

諮められ,中学校2年から3年にかけて

割合が急激に低下した｡また女子におい

ては,小学校4年から5,6年にかけて

の低下も大きかった｡
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図9 喫煙経験者と月喫煙者の性別･学年別割合
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図10 月飲酒者の性別･学年別割合
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図11 朝食毎日摂取者の性別･学年別割合
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図12 習慣的運動実施者の性別･学年別割合
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3.健康関連行動とセルフエスティ-ム,ス トレス対処スキル

表2には,これまでの喫

煙経験の有無,ここ1か月

間の飲酒経験の有無,毎日

朝食を取っているか否か,

体育の授業以外に週に3日

以上運動を実施しているか

否かによって対象者をそれ

ぞれ2群に分け,セルフエ

ステイーム,ストレス対処

スキルの各尺度の得点を比

較した結果について,中学

校 1年時を例として示した｡

表2によれば女子よりも

男子において有意差のある

項目が多く,こうした傾向

は小学校5年,中学校2年

においても認められた｡そ

の他の学年においては,有

意差のある項目の数は男女

間で違いはなかった｡

男子について見ると,罪

喫煙経験者は喫煙経験者に

比べて ｢SE一全般｣,｢sE一

家族｣,｢積極的対処｣の得

表2 健康関連行動の有無別のセルフエステイーム.ストレス対処スキル得点

(中学校1年時)

喫煙 飲酒 朝食 運動

【男子】 非喫煙 喫煙 非飲酒(n=69) 飲酒(n=19) 毎日 非毎日 運動 非運動

経験 経験 摂取 摂取 実施 実施

(ふ=73)(n=16) (n=59)(n=30)(n=66)(n=23)

sE-全般 *20.8 17.7 20.6 19.0 20.5 19.6 20.5 19.3
sE-学習 15.3 12.9 15.0 14.5 *15.9 12.7 15.2 13.8

SE-友人 19.6 17.7 19.5 18.5 19.4 19.1 *19.8 17.7
sE-運動 16.4 18.1 16.5 17.2 16.4 17.3 *17.8 13.7
sE-身体 19.5 18.8 19.3 19.5 19.5 19.0 19.7 18.3

sE一家族 *22.0 18.3 *21.8 19.7 *22.2 19.7 21.8 20.2
積極的対処 *28.1 25.3 *28.2 25.5 28.0 26.8 *28.3 25.5
消極的対処 ll.2 12.5 ll.1 12.4 ll.1 12.0 ll.0 *12.6

【女子】 非喫煙 喫煙 非飲酒(n=70) 飲酒(n=6) 毎日 非毎日 運動 非運動

経験 経験 摂取 摂取 実施 実施

(n=71) (n=5) (n=64)(n=12)(n=58)(n=18)

sE-全般 19.0 19.0 19.1 18,5 19.1 18.3 19.1 18.6

sE-学習 13.9 13.5 13.8 15.3 14.0 13.3 13.9 14.0

sE-友人 18.4 20.2 18.6 17.7 18.7 18.1 18.6 18.4

sE-運動 14.7 18.0 15.0 13.2 15.1 13.8 *15.8 ll.8
sE-身体 16.9 19.2 17.3 14.7 17.1 16.8 17.3 16.3

sE一家族 21.8 23.4 22.0 20.0 22.0 21.4 21.8 22.2

積極的対処 29.3 *32.2 29.6 27.7 29.4 29.9 29.5 29.4

点が高く,非飲酒者は飲酒

者に比べて rSE一家族｣と *:有意水準5%でグループ間に差があることを示す

｢積極的対処｣の得点が高く,朝食の毎日摂取者は非毎日摂取者に比べると ｢sE一学習｣と ｢sE一家

族｣の得点が高く,運動実施者は非運動実施者に比べて ｢SE-友人｣,｢sE-運動｣,｢積極的対処｣の

得点が高く,｢消極的対処｣の得点が低かった｡尺度別に見ると,｢sE一家族｣と ｢積極的対処｣にお

いて有意差のある項目が多かった｡

一方女子については,非喫煙経験者は喫煙経験者に比べて ｢積極的対処｣の得点が低 く,運動実施

者は非運動実施者に比べて ｢SE一運動｣の得点が高かった｡

Ⅳ 考 察

セルフエステイームの得点は,総じて男子が女子よりも高く,特に ｢身体｣や ｢運動｣に関しては

小学校や中学校の別を問わず,｢全般｣に関しては中学校において統計的に有意な差が認められた｡
また学年差は特に女子において顕著であり,｢全般｣,｢家族｣,｢学習｣,｢身体｣について統計的に有

意な差が認められ,小学校に比べて中学校の得点が低かった｡本研究の結果は,思春期の間にとりわ

け女子のセルフエステイームが急激に低下するという横断研究の結果3･4･15)や,小学校4年生およ

び中学校 1年生を対象とした3年間の縦断研究の結果6)と一致している｡
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Harterの尺度を用いて小学校3年生～中学校3年生のセルフエスティ-ムを調べた桜井15)によれば,

加齢に伴うセルフエステイームの低下や身体的能力以外のセルフエスティ-ムの性差は米国では認め

られないという｡我が国の青少年のセルフエステイームが年齢とともに低下することについて桜井は,

受験戦争という日本の教育事情が次第に児童生徒の自己確信や自己有能感を低下させているものと解

釈している｡また,桜井の研究と同様にHarterの尺度を用いて小学校4年生～中学校3年生のセルフ

エスティ-ムと喫煙行動との関係を横断的に調べた川畑ら3)ち,加齢に伴うセルフエステイームの

低下を認め,受験に必要な能力のみが過度に重視され,それ以外の能力が認められにくい学校や家庭

を始めとする社会環境の下で子どもたちが育つとすれば,そうした能力の面では劣る子どもたちは重

大なセルフエスティ-ムの問題を抱え,喫煙などの不適応行動を引き起こす危険性が高いとしている｡

また我が国の思春期女子のセルフエステイームが男子に比べて低い理由について川畑ら6)は,我が

国の親の養育態度 ･行動,あるいは学校の心理社会的環境が,女子のセルフエステイームの形成に好

ましくない影響を与えているのではないかと推察している｡

ストレス対処スキルの得点は ｢積極的対処｣,｢消極的対処｣ともに学年差は認められなかった｡性
差は中学校1年の ｢積極的対処｣と中学校3年の ｢消極的対処｣において認められ,いずれも女子の

得点が男子に比べて高かった｡しかし本研究と同一のストレス対処スキル尺度を用いた研究6･7･12)

において性差および学年差に関する結果は必ずしも一致していない｡セルフエステイームに関する結

果と異なり,ストレス対処スキルの発達的傾向や性差に関して一致した結果が得られない理由として

川畑ら6)は,セルフエステイームが安定したものであるのに対して,人の取るストレス対処行動は

置かれた状況や直面している問題によって左右される可能性があること,使用したストレス対処スキ

ル尺度の信頼性 (クロンバックのα係数)がセルフエステイーム尺度の信頼性と比較して高くないこ

とを挙げている｡こうしたことから,ストレス対処スキルの性差や発達的傾向に関する結論を現段階

で下すことは避け,より信頼性の高い尺度を用いて再検討すべきであると考える｡

中学校 1年時の喫煙,飲酒,朝食,運動といった健康関連行動とセルフエステイームおよびストレ

ス対処スキルとの間には,特に男子において有意な関係が多くみられた｡すなわち,喫煙経験がない,

ここ1か月間飲酒をしていない,朝食を毎日食べている,体育の授業以外に過に3日以上運動を実施

しているといった健康的な行動を実践している生徒は,不健康な行動を取っている生徒に比べてセル

フエステイームおよび積極的なストレス対処スキルの得点が高かった0

セルフエスティ-ムの尺度の中では特に ｢家族｣に関するセルフエスティ-ム得点に関して,健康

的な行動を実践している生徒と不健康な行動を取っている生徒との間に有意な差が多くみられた｡小

学校4年から中学校3年生までの児童生徒の横断データに基づいて,本研究と同様に非喫煙経験者と

喫煙経験者のセルフエステイーム得点を比較したKawabataら4)の研究によれば,小学校女子,中学

校男子,同女子においては,非喫煙経験者は喫煙経験者に比べて ｢家族｣に関するセルフエスティ-

ムの得点が有意に高かった｡また,3年間の縦断データに基づいて中学校1年時の諸変数から中学校

3年時の喫煙行動をステップワイズ法による判別分析を用いて予測した川畑ら6)の研究においても,

｢家族｣に関するセルフエステイーム尺度が男子の場合は予測変数として取り込まれ,中学校 1年時

において ｢家族｣に関するセルフエステイーム得点が低い者程,中学校3年時には喫煙しやすいこと

が示された｡本研究の結果は,家族に関する低いセルフエステイームは喫煙行動のリスクを高めると

いう従来の研究結果と一致するだけでなく,喫煙行動以外の危険行動の要因ともなっていることを示

唆するものである｡

欧米における思春期のセルフエステイームを育てる教育プログラム16)においては,個性の自覚,

自分の能力に対する自信,周囲の重要な人との群感を形成することが重要視されている｡本研究にお

いては,Rosenbergの尺度を用いて全般的なセルフエスティ-ムを測定するだけではなく,学習や連
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動能力に関するセルフエステイーム,友人関係や家族関係に関するセルフエステイーム,そして身体

的,性的発達の著しい思春期の児童生徒にとって全般的セルフエスティ-ムに大きな影響を与えると

予想される身体イメージに関するセルフエステイームを測定した｡そして,Rosenbergのセルフエス

テイーム尺度と他のセルフエステイーム尺度との相関係数を求めた結果によれば,男女および学年の

別を問わず,｢身体｣に関するセルフエスティ-ム尺度は男女ともに小学校6年以降0.6以上の相関が
あり,｢友人｣に関するセルフエステイーム尺度も小学校6年から中学校2年にかけては0.5以上の相

関があった｡そして,｢家族｣に関するセルフエスティ-ム尺度は,性や学年の別を問わず一貫して0.
5以上の高い相関を持っていた｡家族に関する低いセルフエスティ-ムがさまざまな危険行動の要因

となっている可能性が高いことと考え併せると,自分が自分の家族の一員であることを誇りに思い,

家族から自分が愛され,尊重されていると感じることは,思春期全体を通じて常に重要な意味を持っ

ており,思春期の危険行動を防止する上で最も重要視すべき事項であることを示唆している｡

本研究の結果によれば,セルフエスティ-ムやストレス対処スキルと危険行動との関係は主として

男子において認められた｡これまで我が国で実施されたセルフエステイームあるいはストレス対処ス

キルと危険行動との関係に関する研究2-7)によれば,高校性の喫煙,飲酒,薬物乱用とセルフエス

テイームとの関係を検討した植田2),そして小 ･中学生の喫煙行動とセルフエスティ-ムとの関係

を検討した川畑ら3)の研究においては主に男子について関係が認められたものの,それ以外の研究

卜7)においては男女の別を問わず,セルフエステイームと喫煙行動あるいはストレス対処スキルと

間食行動との間に関係が認められている｡こうした結果の不一致については,集団によっては女子の

危険行動とセルフエステイームもしくはストレス対処スキルとの間に関係が認められない場合がある

との解釈も可能であるが,これまでの研究のほとんどが男子に頻発する喫煙行動を対象としたもので

あり,女子の方が起こしやすい危険行動,例えば過度のダイエットなどを取り扱った研究が実施され

ていないことを考慮すると,危険行動とセルフエスティ-ムあるいはストレス対処スキルを含むライ

フスキルとの関係に関する性差の問題については,なお検討の余地があると考えられる｡

本研究の結果をまとめると,中学生の時期にセルフエスティ-ム,とりわけ家族に関するセルフエ

ステイームが男女ともに低下すること,女子は男子に比べて概してセルフエステイームが低いこと,

喫煙,飲酒,朝食,運動に関して不健康な行動を取っている生徒は,特に家族に関するセルフエステイー

ムが低く,ストレスに対する積極的な対処行動を取らないことが明らかになった｡これらの結果と,

中学生の時期に喫煙経験者,飲酒者,運動習慣がない者の割合が増加するという結果とを併せ考える

と,遅くとも小学校高学年までには,セルフエステイームとりわけ家族に関するセルフエスティ-ム

や,ストレスに対して積極的に対処するためのスキルの形成を促す教育を導入し,継続する必要があ

ることを強く示唆するものである｡

小 ･中学校では平成14年度から完全実施され,高等学校では平成15年度から学年進行で実施される

学習指導要領の教科体育および教科保健体育の保健においては,意志決定スキルとストレス対処スキ

ルを始めとするライフスキルの形成が重視されるようになった1ト 19)｡セルフエステイームやライフ

スキルの形成を促すことは,さまざまな危険行動を防止する上で有効なだけではなく,これからの学

校教育の基本的目標となる ｢生きる力｣,すなわち ｢変化する社会の中で,自分で課題を見つけ,自

ら学び,自ら考え,主体的に判断し,行動し,よりよく問題を解決する資質や能力,自らを律しつつ,

他人とともに協調し,他人を思いやる心や感動する心など,豊かな人間性｣の形成にも貢献すると言

う積極的な意義を持っていると考える｡
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